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日本へのクルーズ船寄港回数
2019年・上位10港
※国土交通省港湾局調べ

順位
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

港湾名
那覇
博多
横浜
長崎
石垣
平良
神戸
鹿児島

ベラビスタマリーナ（広島）
佐世保

回数
260
229
188
183
148
147
131
106
100
79

2019年那覇港が
全国１位

（回）
那覇港 石垣港 平良港 中城湾港 その他

沖
縄
総
合
事
務
局
50 

年
の
あ
ゆ
み

港
湾
整
備

社
会
資
本
の
整
備
に
つ
い
て

港
湾
整
備

特集2

　
島
嶼
県
で
あ
る
沖
縄
に
お
い

て
は
物
資
の
ほ
と
ん
ど
が
港
湾

を
通
じ
て
運
ば
れ
て
い
る
と
と

も
に
、海
上
交
通
は
、県
民
の

足
、観
光
客
の
足
と
な
っ
て
い
る

な
ど
、県
民
の
暮
ら
し
を
支
え

る
上
で
、港
湾
は
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
47
年
の
復
帰
当
時
は
、

岸
壁
等
小
規
模
な
施
設
が
ほ

と
ん
ど
で
し
た
が
、
沖
縄
振

興
開
発
計
画
や
沖
縄
21
世
紀

ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
に
基
づ
い
て

社
会
資
本
の
整
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
。港
湾
は
、物
流
・
交

流
拠
点
と
し
て
の
機
能
だ
け
で

は
な
く
、ま
ち
づ
く
り
へ
の
貢

献
、産
業
振
興
や
雇
用
創
出
等

へ
も
寄
与
し
て
い
ま
す
。

増
加
し
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、物
流

の
効
率
化
や
増
加
す
る
ク
ル
ー

ズ
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、那

覇
港
に
お
い
て
、県
内
唯
一
の

ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
を
有
す

る
国
際
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
、

那
覇
港
と
那
覇
空
港
や
ふ
頭

間
を
結
ぶ
臨
港
道
路
、ク
ル
ー

ズ
船
専
用
バ
ー
ス
等
の
整
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
県
の
物
流
拠
点
で
あ

る
那
覇
港
の
貨
物
量
は
、昭
和

49
年
に
は
約
4
，3
0
0
千
ト

ン
で
し
た
が
、人
口
や
観
光
客

の
増
加
に
よ
る
消
費
等
に
よ
り

令
和
元
年
に
は
３
倍
強
の
約

1
4
，0
0
0
千
ト
ン
に
ま
で

沖
縄
の
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
回
数
の
推
移

那
覇
港
取
扱
貨
物
量
の
推
移

那覇港
第２クルーズバース

那覇港
第２クルーズバース

那覇クルーズターミナル
（平成26年4月供用開始）
那覇クルーズターミナル
（平成26年4月供用開始）

泊大橋架設（昭和60年）泊大橋架設（昭和60年）

那覇港（昭和47年9月）那覇港（昭和47年9月）那覇港（令和2年11月）那覇港（令和2年11月）

那覇港
国際コンテナターミナル

那覇港
国際コンテナターミナル

那
覇
港

16,000

14,000

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

（千トン）

S49　S51　S53　S55　S57　S59　S61　S63 H2  　H4 　 H6  　H8 　H10 　H12　H14　H16　H18　H20　H22　H24　H26　H28　H30 R2

輸出　　　　輸入　　　　移出　　　　移入　　　　移出（フェリー）　　　　移入（フェリー）

群星11_12月号_社会資本整備_港湾事業_2208a_大城_津_d

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

（回）

石垣～竹富 石垣～大原 石垣～小浜 石垣～黒島 石垣～鳩間・上原 石垣～波照間

S48
R1

沖
縄
総
合
事
務
局
50 

年
の
あ
ゆ
み

港
湾
整
備

社
会
資
本
の
整
備
に
つ
い
て

特集2

　
中
城
湾
港
新
港
地
区
は
、

流
通
機
能
及
び
生
産
機
能
を

合
わ
せ
持
っ
た
流
通
加
工
港
湾

と
し
て
計
画
さ
れ
、背
後
に
立

地
す
る
企
業
の
原
材
料
、製
品

を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。平
成

11
年
に
は
一
部
が
特
別
自
由

貿
易
地
域
に
、平
成
15
年
に
は
リ

サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。平
成
26
年
に
は
新
港
地

区
全
体
が
国
際
物
流
拠
点
産

業
集
積
地
域
と
し
て
指
定
さ

れ
、沖
縄
県
の
産
業
振
興
及
び

雇
用
機
会
の
創
出
を
図
る
た

め
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、泊
地
等
の
浚
渫

で
生
じ
た
土
砂
は
泡
瀬
地
区
へ

活
用
さ
れ
て
お
り

ま
ち
づ
く
り
に
も

貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
平
良
港
及
び
石
垣
港
に
お
い

て
は
、
復
帰
当
初
は
宮
古
圏

域
、八
重
山
圏
域
の
拠
点
港
と

し
て
1
〜
2
千
ト
ン
級
の
船
舶

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

復
帰
後
の
整
備
に
よ
り
、1
万

ト
ン
級
の
船
舶
が
利
用
可
能
な

貨
物
バ
ー
ス
が

整
備
さ
れ
安

定
的
な
海
上

輸
送
の
確
保

と
輸
送
の
効

率
化
が
図
ら

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、ク
ル
ー
ズ

船
専
用
バ
ー
ス

も
整
備
さ
れ
、

現
在
で
は
、22

万
ト
ン
級
ク

ル
ー
ズ
船
の
利

用
も
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
石
垣
島
と
西
表
島
間
の
海
域（
石
西
礁
湖
）に
お
い
て
は
、周
辺

離
島
住
民
や
観
光
客
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
定
期
船
等
多
く

の
船
舶
が
航
行
し
て
い
ま
す
。航
行
船
舶
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す

る
た
め
、多
く
の
サ
ン
ゴ
等
、環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
平
成
23
年
か

ら
浅
場
の
浚
渫
工
事
等
を
実
施
し
令
和
4
年
に
完
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、石
垣
港
と
西
表
島
の
仲
間
港
間
の
所
要
時
間
が
約

5
分（
15
%
程
度
）短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

石垣港クルーズ船専用バース石垣港クルーズ船専用バース

石垣港貨物バース石垣港貨物バース

昭和47年の石垣港昭和47年の石垣港

竹富南航路位置図竹富南航路位置図

中
城
湾
港

平
良
港
及
び
石
垣
港

竹
富
南
航
路

出典：「令和3年度中城湾港新港地区雇用状況等調査レポート」
　　  中城湾港開発推進協議会
出典：「令和3年度中城湾港新港地区雇用状況等調査レポート」
　　  中城湾港開発推進協議会
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日本へのクルーズ船寄港回数
2019年・上位10港
※国土交通省港湾局調べ

順位
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

港湾名
那覇
博多
横浜
長崎
石垣
平良
神戸
鹿児島

ベラビスタマリーナ（広島）
佐世保

回数
260
229
188
183
148
147
131
106
100
79

2019年那覇港が
全国１位

（回）
那覇港 石垣港 平良港 中城湾港 その他

沖
縄
総
合
事
務
局
50 

年
の
あ
ゆ
み

港
湾
整
備

社
会
資
本
の
整
備
に
つ
い
て

港
湾
整
備

特集2

　
島
嶼
県
で
あ
る
沖
縄
に
お
い

て
は
物
資
の
ほ
と
ん
ど
が
港
湾

を
通
じ
て
運
ば
れ
て
い
る
と
と

も
に
、海
上
交
通
は
、県
民
の

足
、観
光
客
の
足
と
な
っ
て
い
る

な
ど
、県
民
の
暮
ら
し
を
支
え

る
上
で
、港
湾
は
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
47
年
の
復
帰
当
時
は
、

岸
壁
等
小
規
模
な
施
設
が
ほ

と
ん
ど
で
し
た
が
、
沖
縄
振

興
開
発
計
画
や
沖
縄
21
世
紀

ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
に
基
づ
い
て

社
会
資
本
の
整
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
。港
湾
は
、物
流
・
交

流
拠
点
と
し
て
の
機
能
だ
け
で

は
な
く
、ま
ち
づ
く
り
へ
の
貢

献
、産
業
振
興
や
雇
用
創
出
等

へ
も
寄
与
し
て
い
ま
す
。

増
加
し
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、物
流

の
効
率
化
や
増
加
す
る
ク
ル
ー

ズ
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、那

覇
港
に
お
い
て
、県
内
唯
一
の

ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
を
有
す

る
国
際
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
、

那
覇
港
と
那
覇
空
港
や
ふ
頭

間
を
結
ぶ
臨
港
道
路
、ク
ル
ー

ズ
船
専
用
バ
ー
ス
等
の
整
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
県
の
物
流
拠
点
で
あ

る
那
覇
港
の
貨
物
量
は
、昭
和

49
年
に
は
約
4
，3
0
0
千
ト

ン
で
し
た
が
、人
口
や
観
光
客

の
増
加
に
よ
る
消
費
等
に
よ
り

令
和
元
年
に
は
３
倍
強
の
約

1
4
，0
0
0
千
ト
ン
に
ま
で

沖
縄
の
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
回
数
の
推
移

那
覇
港
取
扱
貨
物
量
の
推
移

那覇港
第２クルーズバース
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那覇クルーズターミナル
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沖
縄
総
合
事
務
局
50 

年
の
あ
ゆ
み

港
湾
整
備

社
会
資
本
の
整
備
に
つ
い
て

特集2

　
中
城
湾
港
新
港
地
区
は
、

流
通
機
能
及
び
生
産
機
能
を

合
わ
せ
持
っ
た
流
通
加
工
港
湾

と
し
て
計
画
さ
れ
、背
後
に
立

地
す
る
企
業
の
原
材
料
、製
品

を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。平
成

11
年
に
は
一
部
が
特
別
自
由

貿
易
地
域
に
、平
成
15
年
に
は
リ

サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。平
成
26
年
に
は
新
港
地

区
全
体
が
国
際
物
流
拠
点
産

業
集
積
地
域
と
し
て
指
定
さ

れ
、沖
縄
県
の
産
業
振
興
及
び

雇
用
機
会
の
創
出
を
図
る
た

め
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、泊
地
等
の
浚
渫

で
生
じ
た
土
砂
は
泡
瀬
地
区
へ

活
用
さ
れ
て
お
り

ま
ち
づ
く
り
に
も

貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
平
良
港
及
び
石
垣
港
に
お
い

て
は
、
復
帰
当
初
は
宮
古
圏

域
、八
重
山
圏
域
の
拠
点
港
と

し
て
1
〜
2
千
ト
ン
級
の
船
舶

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

復
帰
後
の
整
備
に
よ
り
、1
万

ト
ン
級
の
船
舶
が
利
用
可
能
な

貨
物
バ
ー
ス
が

整
備
さ
れ
安

定
的
な
海
上

輸
送
の
確
保

と
輸
送
の
効

率
化
が
図
ら

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、ク
ル
ー
ズ

船
専
用
バ
ー
ス

も
整
備
さ
れ
、

現
在
で
は
、22

万
ト
ン
級
ク

ル
ー
ズ
船
の
利

用
も
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
石
垣
島
と
西
表
島
間
の
海
域（
石
西
礁
湖
）に
お
い
て
は
、周
辺

離
島
住
民
や
観
光
客
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
定
期
船
等
多
く

の
船
舶
が
航
行
し
て
い
ま
す
。航
行
船
舶
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す

る
た
め
、多
く
の
サ
ン
ゴ
等
、環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
平
成
23
年
か

ら
浅
場
の
浚
渫
工
事
等
を
実
施
し
令
和
4
年
に
完
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、石
垣
港
と
西
表
島
の
仲
間
港
間
の
所
要
時
間
が
約

5
分（
15
%
程
度
）短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

石垣港クルーズ船専用バース石垣港クルーズ船専用バース

石垣港貨物バース石垣港貨物バース

昭和47年の石垣港昭和47年の石垣港

竹富南航路位置図竹富南航路位置図

中
城
湾
港

平
良
港
及
び
石
垣
港

竹
富
南
航
路

出典：「令和3年度中城湾港新港地区雇用状況等調査レポート」
　　  中城湾港開発推進協議会
出典：「令和3年度中城湾港新港地区雇用状況等調査レポート」
　　  中城湾港開発推進協議会
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RORO船 コンテナ船

平良港における船舶の大型化と貨物量の推移平良港における船舶の大型化と貨物量の推移

平良港クルーズ船専用バース平良港クルーズ船専用バース

平良港複合一貫輸送ターミナル
（平成29年12月暫定供用）
平良港複合一貫輸送ターミナル
（平成29年12月暫定供用）

昭和53年頃の平良港昭和53年頃の平良港

平成20年の中城湾港平成20年の中城湾港

平成10年の中城湾港平成10年の中城湾港

平成4年の中城湾港平成4年の中城湾港
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